
「小羊の血で洗って白くした」        2019 年 08 月 22 日 

ヨハネの黙示録 7 章 9 節～17 節 この後、わたしが見ていると、見よ、あらゆる国民、 

種族、民族、言葉の違う民の中から集まった、だれにも数えきれないほどの大群衆が、白

い衣を身に着け、手になつめやしの枝を持ち、玉座の前と小羊の前に立って、大声でこう

叫んだ。「救いは、玉座に座っておられるわたしたちの神と、／小羊とのものである。」 

また、天使たちは皆、玉座、長老たち、そして四つの生き物を囲んで立っていたが、玉座

の前にひれ伏し、神を礼拝して、こう言った。「アーメン。賛美、栄光、知恵、感謝、／

誉れ、力、威力が、／世々限りなくわたしたちの神にありますように、／アーメン。」 

すると、長老の一人がわたしに問いかけた。「この白い衣を着た者たちは、だれか。ま

た、どこから来たのか。」そこで、わたしが、「わたしの主よ、それはあなたの方がご存

じです」と答えると、長老はまた、わたしに言った。「彼らは大きな苦難を通って来た者

で、その衣を小羊の血で洗って白くしたのである。それゆえ、彼らは神の玉座の前にいて、

／昼も夜もその神殿で神に仕える。玉座に座っておられる方が、／この者たちの上に幕屋

を張る。彼らは、もはや飢えることも渇くこともなく、／太陽も、どのような暑さも、／

彼らを襲うことはない。玉座の中央におられる小羊が彼らの牧者となり、／命の水の泉へ

導き、／神が彼らの目から涙をことごとく／ぬぐわれるからである。」 

 

ヨハネがなお見ていると、あらゆる国民、種族、民族、言葉の違う民の中から数えきれ 

ないほどの大群衆が集まった。彼らは勝利を意味する白い衣を身に着け、手に勝利のシン

ボルであるなつめやしの枝を持ち、玉座の神の前と小羊キリストの前に立って、「救いは、

玉座に座っておられるわたしたちの神と、小羊とのものである」と大声で叫んだ。イスラ

エル 12 部族の各 1 万 2 千人からなる 14 万 4 千人を遥かに超える大群衆の礼拝である。ま

た、天使たち、長老たち、四つの生き物は、玉座を囲んで立っていたが、神を礼拝して、

「アーメン。賛美、栄光、知恵、感謝、誉れ、力、威力が、世々限りなくわたしたちの神

にありますように、アーメン」と賛美した。信仰を貫き勝利を得た大群衆と天使たちが共

に、礼拝を捧げている荘厳な幻である。 

 すると、長老の一人がヨハネに、「この白い衣を着た者たちは、だれか。また、どこか

ら来たのか」と問いかけた。ヨハネが、「わたしの主よ、それはあなたの方がご存じです」

と答えると、長老はまた、ヨハネに、「彼らは大きな苦難を通って来た者で、その衣を小

羊の血で洗って白くしたのである」と言った。白い衣を着た者たちは、迫害の苦難をくぐ

り抜け、信仰を全うした者たちで、彼らの着る衣は小羊キリストの十字架の血で洗われ、

白くされた。血で洗われると赤くなるのではないかと思うが、純白に清められた。彼らは

神の玉座の前で、昼も夜も神殿で神に仕え、神と小羊キリストを賛美している。また、 「玉

座に座っておられる神が、この者たちの上に幕屋を張る。彼らは、もはや飢えることも渇

くこともなく、太陽も、どのような暑さも、彼らを襲うことはない」と言われた。神が幕

屋を張って守り、飢え渇くこともなく、太陽の暑さに襲われることもない。更に、長老は

「玉座の中央におられる小羊が彼らの牧者となり、命の水の泉へ導き、神が彼らの目から

涙をことごとく、ぬぐわれるからである」と言われる。小羊キリストが牧者となって命の

水の泉に導き、悲しみと苦難の涙をぬぐってくださる。これが、「大きな苦難を通って信

仰を全うした者」に与えられる喜びの礼拝への招きと神からの大いなる祝福である。 


